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クラブテーマ「Challenge for the Evolution」（挑戦しよう、進化のために！）」 

 
【本日の例会】 

◇ 開会点憧 

1. ロータリーソング    ・・・ 我等の生業 

2. ゲスト及びビジター紹介 ・・・ 親睦委員長 

3. 会 長 挨 拶     ・・・ 内藤 茂美 会長 

4. 幹 事 報 告     ・・・ 柿沼 岳範 幹事 

5. ニコニコＢＯＸ     ・・・ S･BOX委員長 

6. 出 席 報 告     ・・・ 出席委員長 

7. 卓     話      ・・・       

8. ロータリーソング    ・・・ 四つのテスト 

◇ 閉会点憧 

 

国際ロータリー第 2520地区 

仙台宮城野ロータリークラブ 

例会場/ ホテルメトロポリタン仙台 

仙台市青葉区中央 1-1-1℡.022-268-2525 

例会日/ 毎木曜日 12:30～13:30 

事務所/ ホテルメトロポリタン仙台内 

℡ 022-268-3243 fax022-268-3296  

Email ： miyaginorc@dune.ocn.ne.jp 

H P ： http://www.miyaginorc.jp/ 

 
 

5月のロータリー月間テーマ 

 

「青少年奉仕月間」 

5月のロータリーレート 

 

1㌦＝１42円 

【会 場】 

ホテルメトロポリタン仙台 21階 銀河  

例会 12：30～13：30 

 

【本日の卓話】 

鍼灸サロンつぼ美 院長 

弓田 浩子 様 

「正しい姿勢と歩き方で 

健康増進・免疫力アップ」 

【５月の予定】 

29日（木） 通常例会  

卓話：㈱ﾁｬﾚﾝｼﾞﾄﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ 代表取締役社長 白石 圭太郎 様 

31日（土） ４ＲＣ合同親睦ゴルフ大会／仙台ｸﾗｼｯｸｺﾞﾙﾌ倶楽部 

 

【６月の予定】 

5日（木） 通常例会・6月度定例理事会 

卓話：パストガバナー菅原裕典 様（仙台泉 RC） 

12日（木） 通常例会  

卓話：パストガバナー桑原茂様（塩釜 RC） 

19日（木） 親睦夜間例会「納会」18:30～ 

ホテルメトロポリタン仙台 21階 銀河 

21日（土）～25日（水） カルガリー国際大会 

26日（木） 休会 

【会員増強委員会「新入会員候補者 招待会」】 

歓 迎 
◇石川小百合会員ご紹介：株式会社コンストラクトモーメント 代表取締役 中村圭祐様 

◇石川小百合会員ご紹介：金子 英和様 

◇澤田一幸会員ご紹介：株式会社あさひポレール 代表取締役 松野健司様 

mailto:miyaginorc@dune.ocn.ne.jp


 

 

 

 

  

5月 15日 ニコニコ BOX 

◆内藤会長…社会人野球東北大会（JABA）去年に引き続き準優勝でした。 

（またヤマハに負けてしまいました。） 

◆畑中会員…誕生日ありがとうございました。 

◆小原会員…先月、誕生日プレゼント頂きました。喜寿を迎えました。 

これからもなるべく元気でいこうと思います。 

◆澤田会員…次男がようやく社会人になりました。これからまた大変です！ 

5 月 15 日 会長・幹事報告 

・４月 19-20日の地区大会にて表彰をいただきました。 

・ガバナー特別賞受賞 社会奉仕事業 「誰一人取り残さない」 表彰品が届きました。 

・地区大会ご臨席の御礼が届いております。 

・戦略経営者 2025.5号に千葉勇喜会員が掲載されました！ 

・インターシティーミーティング収支報告 

・仙台東ロータリークラブよりホストファミリーへのご協力お願い 

・「24-25年度 青少年交換（短期）プログラム」について 

・仙台東ロータリークラブより会報が届いております。 

・仙台西ロータリークラブより 60周年記念誌が届いております。 

・湯主一條様より４月ニュースレターが届いております。 

5月 15日卓話報告 

 

チャーターメンバー    

「30 周年を振り返って」 

 

横山会員：進行役を務めさせていただきます。 

設立当初の会員名簿をもってきました。写真付きなんですよ。 

写真も色々持ってきたので皆さん回覧しますのでご覧ください。 

 

１．ロータリークラブ設立当初の思い出や、当時の雰囲気をお聞かせください。 

  

丹野会員：本当によくも 30 年間も出席したなあと思って。設立当初は私、JC を 40 歳で卒業して入会した

のが 48 歳の頃ですね。JC の雰囲気とはまるで違う、異様な感じの人物がこの世の人じゃないような人がい

っぱいいたんですね。特別代表が来年度ガバナーのお父さん加藤暠さんですね。この世の中にこういう人が

いるんだなって。なんか不思議なイメージを持ったのを覚えています。 

キーマンが東 RC に所属していた堀籠さんです。 

同じ町内会で子供の頃からよく遊びに行ったりしていました。堀籠さんが私の家の前を通って 

「今度、新しくロータリー作るから先生も入ったら」と言われてしまって。 

その時はチャーターというのは分からず、後で気が付いたんですけどね。私より 20 歳上の親父さんみたい

な方に言われたので「はい、分かりました」と言いました。 

その当時ガバナーは石巻の学校の先生だったんですよね。 

 



 

  

横山会員：山口三郎さんですね。 

 

丹野会員：その方もお会いしたんですが「不思議な人が世の中にいるもんだなあ」と私が最初の印象ですね。 

 

西澤会員：丹野先生と同じく入った時には堀籠さん。鏡さん。ここにいる冨田さんがチームワーク組んで会

を作ったというか。始まったというか。 

我々はロータリー初めて入ったんですけど、 僕の場合はコセキという会社があって、そこの支店長をやっ

ていた方がちょう僕が開業した時に来て「ロータリーに入ってくれ」と、まあ断ることもないし、まあいい

かっていうことで。 一番困っているのはいつ辞めたらいいか。ということが。性格的なものもあり、なか

なか辞めづらくてここまで来ました。ロータリー自体は創生期の頃は活気があると言えば活気があったん

で、僕らも何も知らないところに入っているわけですから、いろいろ動いたような気がします。 

最終的には、色々な人と色々な所で会って、友人というか、友達というか、情報源だったり、お手伝いをい

ただいたり、色々したのがロータリーでよかったかなと思っているところです。 

  

畑中会員：私も丹野先生と同じで、もう 30 年経ったな。というのが実感です。入ったそのものが取引先か

らだったので、どうしてもその断ることできなくて、ロータリーは何かとかわからないで入ってきて。 最

初の何ヶ月間は苦痛でいつ辞めようか。と思っていたのが実態ですね。ただ、だんだんといろいろ交流だな

んだっていうのを見てくると、別な角度からこう見ることができてね。なかなか悪いことじゃないんだなっ

ていうが現状ですね。あの当時その出来た時は先ほど出ましたけど、その堀籠さんという東ＲＣから降りて

きた人がいて、その人がものすごく良かった点が、最初だから全部をやらないで、2 つ 3 つずつこうやれる

のからやろうかっていうふうな人だったので。ものすごいついていって楽だったっていうのかな。 

スタートしたばかりで全然わからない、できないので、ある程度、選別しながらやっていこうっていうのは

良かったなと思います。あとは、お父さんがメンバーで息子さんたちがロータリーになったっていう人たち

が 3、4 名いたので、その人たちの動きというのも大きかったですね。 

 

横山会員：今、堀籠さんという名前が出ていますが、宮城野ＲＣの初代会長で唯一名誉会員でもあります。

その初代会長と同じく初代幹事冨田さんお話を聞いてみましょう。 

  

  

冨田会員：私は父が東ＲＣで、本田印刷の本田さん。渥美写真製版所の渥美さん。 南仙台、うちの会にも

いましたけど皆さん覚えているかな。阿部という人間が・・・阿部孝章さん。私も入ったその４人で、うち

の父から「飯食いに行ってこい。」それだけで説明なく、ロータリーの集まりとも言わないで、ただ飯食い

に行ってこい。と、行きましたら、なんか大変なことになって、最初 30 何名集めたと。 

 

横山会員： 36 名からスタートしています。 

 

丹野会員：今残ったのは、30 年経って 6 人か。 

 

横山会員：ここにいる方と小泉会員がいらっしゃいますね。 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冨田会員：最初、皆さんから話がでたように出席が厳しくて 100%出席義務なんですね。 

出れないときはどこかでメークアップしてこいというのがロータリーで。 

そのために私、この 30 年間でロータリーを軸にしたこの自分のライフサイクルを組まざるを得なくて。木

曜日っていうのは出張は入れない。 そういう組み立てはやりました。 

中間、ロータリーは木曜日の 12 時半は行くものだと体が覚えてまして、、、それがやっぱりちょっときつか

ったですね。 僕も皆さんと一緒にいつ辞めよう？とばっかり思っていたんですがそのうち楽しくなってき

て、そこの中で楽しさを見つけようと思いまして。 ロータリー長続きするにはやっぱり、家族にもロータ

リーの楽しさを伝えるというのは必要だなと思います。 特につれあいですね。 最初の頃、必ず奥さんの同

伴というのが当たり前になってきて。みなさん家族連れて来られましたよね。 絆ができて、炉辺談話って

いうのがあって。ロータリーとは何ぞや？を各自に語る絆みたいな、一杯飲みながら。会員の家だったり、

普通の居酒屋だったり。そういうところで炉辺談話はよくしましたね。 

当時楽しいと思ったのは、メンバーさんの家族と九州行ったり、いろんなところへ行ったり。 四家族で行

ったりとか。 今はちょっと考えられないと。寂しいなと思いました。 

 

２．畑中会員と西澤会員にお尋ねします。 

30 年間で心に残っている出来事やプロジェクトはなんでしょうか？ 

 

畑中会員：私、九代目の会長仰せつかって、10 周年何をやるかというのを色々意見を聞いて準備しました。 

当時のメンバーで、デザイナーでマクロスの三浦敏さん萩の月やサッカーチームとかをあのデザインした人

がメンバーにおりました。彼の意見をかなり聞きましたね。 

"四つのテスト"せっかくいいことがあるので、そういうものをやろうと話が出ました。 

当時、佐藤忠良さんという宮城県出身の彫刻家がいて、東口に子供達が遊べる何かを作ろうかって話だった

んですけど、その彫刻代金がなんと 800 から 1000 万円って言われて。 これはちょっと十年では無理でし

ょうということで諦めました。その次が武藤順九さん。 

仙台国際センターのモニュメントをデザインした方なんですけど、三浦敏さんがそれをわかっていて、「な

んでもいいから、とにかく安いのを手配してくれないか」と話をして、40 万〜50 万で手配してもらいまし

た。 

当時、八重樫工務店さんがいたので、八重樫工務店さんに依頼をして、 

石碑的なものを、東口に建てております。 

皆様ご覧になっていただければと思います。 

いろんな案が出ましたが、変わったことでもいいから 

後世の人たちが見て、"ロータリーっていうのはこういうものというのを 

町に発信できるように"という発想でした。 

 

西澤会員：森川ガバナーが宮城野ロータリーから選出された、できたということ。 後は多分何十年ぐらい、

何百年かわからないでけど、ガバナーになる機会があるとは思えないので非常に良かったなと思っておりま

す。 

それからもう一つ。東日本大地震がきまして、ロータリーはその時から休んでもよろしい。と。 100%でな

くなりました。月に 1 回、2 回。3 回はちょっとやれない。 

4 回はちょっと難しい。集まらない。2 回ぐらいで会を続けようと仲間内でお話を聞いたり、ディスカッシ

ョンを結構やったつもりですけど、このロータリーっていうのはまとまらないところだということがわかり

まして。  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長一任！各年代の会長が、きちんと目を聞かせて、計画を十分に練って人事を考えて会を運営していく。 

それから新入会員の勧誘や色々なことを積極的に、会長がまず始めないとダメだと言うことをそのから思い

ました。これから会長を引き受けていく人が続くと思いますが、本当に大変な職業、職業。 というかポジ

ションで。 会長の意志の強い、発信力を持った人を次から次と新しい人材を入れて甲斐性に育てて頂きロ

ータリーを継続してもらう。のがいいのかなと思っております。いずれにしても会長の手腕が非常に大切だ

ということはすごく考えています。 

 

これまでの活動の中で特に苦労したことや困難だったことは何でしょうか。 

 

丹野会員：東日本大地震があったのと、その後のコロナです。 

我々はラッキーなのかアンラッキーな世代なのか。東日本大震災の際はここも使えなくなってね。 

あの時、車を置きっぱなしで東京に行って、東京で地震に遭って、命からがらタクシーで 25 時間かけて帰

ってきて。車だせなくなって…次の日、忍び込むようにしてさっと車出して。 あの時の苦労… 

もう三ヶ月近く風呂入らなかったりして。私はロータリーでいろんな人に知り合い、辞めた人もずっと付き

合っていますし、ゴルフやったり、麻雀したり、あと患者さんできてもらって、いろんな出会い、 

人との出会いが私は好きなもんですからそれは私の財産だと思っております。 

 

ロータリークラブが長く続くために大切にしてきた価値観や信念はなんでしょうか。 

 

冨田会員：30 年やってみて初代幹事、会長 2 回やってるんですが、ロータリーにおいて会長や幹事とか役

職がないと単なるお客様なんで、なんか存在感を出さないと飯食って誰とも喋んないで帰るとそういう会じ

ゃつまんない。そういう人はやっぱり長続きないし緊張感を持って、今日は何を話そう？と考えてくると、

もっと楽しくなるかな思います。やっぱり役職につけるっていうのは必要ですよね。 

 

横山会員：ちょうど一年で皆さん交代するんですが。やっぱりみんなにね、均等に公平にと私も思います。 

 

若い世代に新しい会員に期待すること。伝えたいことはありますか？ 

 

冨田会員：役職をちゃんと全うしてもらってそうすると楽しい会になると思います。 

 

丹野会員：私はもう 30 年過ぎたんで辞めようかなと思ったんですけども一応 40 年まで頑張る事にしたん

でよろしくお願いします。我々のグループが一番ロータリーの中で平均年齢が若いクラブでこれは自慢にし

てください。 

 

西澤会員：新入の会員には必ずポジションをつけて積極的にロータリーを知る。それから活動を行ってもら

うということを決定させるのが一番いいと思います。年寄りはいじめないでください。 

 

畑中会員：年寄りを、いじめないでいただいて。ロータリーっていうのは非常に歴史もあるしね。 

すごいことなので。いろいろぶれたりなんだりというのはあるかもしれないですけども、最近あんまりロー

タリーの交流あんまり言わなくなったんですかね。あの四つのテストとか、非常に何かの時に、そういえば

こうだなとありますので。ぜひみんなで楽しんでいきたいと思います。よろしくお願いします。 

チャーターメンバーの皆様貴重なお話しありがとうございました 



 

 

5 月度定例理事会議事録 
2025.5.15 例会終了後 13：30～ ホテルメトロポリタン仙台 21階 銀河 

報告：柿沼幹事 

 

【議 題】 

1．6月の予定 

  5日（木） 通常例会 卓話：パストガバナー菅原裕典 様（仙台泉 RC） 

6月度定例理事会 

12日（木） 通常例会 卓話：パストガバナー桑原茂様（塩釜 RC） 

 19日（木） 親睦夜間例会「納会」18:30～ 

26日（木） 休会 

→承認 

 

2．親睦夜間例会「納会」について 

日時：6月 19日（木） 18：30～ 

会場： ホテルメトロポリタン仙台 21階 銀河 

会費：10,000円 

→承認 

 

3．2025—2026年度 予算案について 

→承認 

 

4．2025—2026年度 活動計画について 

第 1回クラブ協議会 2025年 7月 24日（木） 

ガバナー公式訪問  2025年 9月 4日（木）  

※森川副会長のＥＭＧＡ研修報告の卓話も例会で計画に入れる 

→承認 

 

5．定款、細則について 

 現状の冊子版から HP掲載に変更する 

→承認 

 

6．中学校職業講話依頼 

仙台市教育委員会 学びの連携推進室様からの依頼 

当クラブから１名。 

→承認 

 

7．その他 

 ・例会出欠について 

 食数について火曜日１４時までにメトロポリタン様に連絡しているため 

 火曜日１３時までに欠席の場合は連絡をいただくよう次回幹事報告で依頼をする 

→承認 

 

 

 

 

５月１７日 佐沼 RC 創立 60 周年記念式典 報告 

報告：幹事 柿沼 岳範 

佐沼ロータリークラブ様の創立 60 周年式典に 

小幡会長エレクトと出席してきました。 

60 年の歴史と地域愛を感じる式典でした。 

 

太田会長と記念撮影をさせていただきました。 

 

仙台宮城野 RC も創立４０周年式典に向けて 

活動をしていきましょう。 

                                                                         

 


